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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第12期

第３四半期
連結累計期間

第13期
第３四半期
連結累計期間

第12期

会計期間
自 2017年３月21日
至 2017年12月20日

自 2018年４月１日
至 2018年12月31日

自 2017年３月21日
至 2018年３月31日

営業収益 （百万円） 750,828 849,104 1,045,032

経常利益 （百万円） 53,917 66,213 64,870

親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益

（百万円） 30,027 37,749 36,021

四半期包括利益又は
包括利益

（百万円） 36,702 43,087 43,954

純資産額 （百万円） 339,958 382,733 358,209

総資産額 （百万円） 691,978 739,187 710,619

１株当たり四半期（当期）
純利益

（円） 96.74 118.86 115.48

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益

（円） － － －

自己資本比率 （％） 45.2 47.4 46.4

 

回次
第12期

第３四半期
連結会計期間

第13期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 2017年９月21日
至 2017年12月20日

自 2018年10月１日
至 2018年12月31日

１株当たり四半期純利益 （円） 43.06 58.66

（注）１．当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．営業収益には消費税等は含まれておりません。

３．当社は、2017年９月21日付で普通株式１株につき３株の株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に

当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当期）純利益を算定しております。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

５．第12期は、決算日変更により2017年３月21日から2018年３月31日までとなっております。

６．第12期の決算日変更により、第12期第３四半期連結累計期間は2017年３月21日から2017年12月20日まで、第13

期第３四半期連結累計期間は2018年４月１日から2018年12月31日までとなっております。また、海外連結子会

社の決算日又は仮決算日を統一したことにより、第12期第３四半期連結累計期間には2017年１月１日から2017

年９月30日の、第13期第３四半期連結累計期間には2018年４月１日から2018年12月31日の海外連結子会社の業

績を反映しております。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループにおいて営まれている事業の内容について、重要な変更はあり

ません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

 

　なお、前連結会計年度において決算日を３月20日から３月31日に変更するとともに、全ての連結子会社について、

決算日又は仮決算日を本変更後の連結決算日に統一いたしました。

　この結果、前第３四半期連結累計期間及び当第３四半期連結累計期間は、次の内容を反映しております。

会社
前第３四半期連結累計期間

への反映期間
当第３四半期連結累計期間

への反映期間

当社及び国内連結子会社
2017年３月21日から
2017年12月20日まで 2018年４月１日から

2018年12月31日まで
海外連結子会社

2017年１月１日から
2017年９月30日まで

 

　また、「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　2018年２月16日）等を第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、財政状態に関する説明については、当該会計基準等を遡って適用した後の数値

で前連結会計年度との比較・分析を行っております。

 

（１）財政状態及び経営成績の状況

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、海外経済が着実な成長を続けるもとで、極めて緩和的な金

融環境や政府支出による下支えなどを背景に、潜在成長率を上回る成長が続きました。

　物流業界におきましては、労働需給の逼迫、賃金上昇の懸念が継続している中、働き方改革関連法案が2018年

６月29日に可決・成立し、2019年４月１日の施行に向け、取引環境の適正化や長時間労働是正に向けた実効性あ

る具体的な取組みについて、関係省庁・団体が連携して推進するよう求められました。また、ｅコマース市場の

拡大が続く中、宅配便の輸送ニーズが高まっております。

　当社グループにおきましては、中期経営計画「First Stage 2018」（2017年３月期から2019年３月期）の最終

年度として、グループ横断の先進的ロジスティクスプロジェクトチーム「ＧＯＡＬ（GO Advanced

Logistics）」（以下「ＧＯＡＬ」という）を基軸としたソリューション力の強化及びグローバル物流ネット

ワークの拡大等に取り組んでまいりました。また、株式会社日立物流との資本業務提携のもと、営業連携による

提案力強化及び事業拡大を推進してまいりました。

　このような状況のもと、当社グループの中核事業であるデリバリー事業におきましては、継続的な適正運賃収

受の取組み、「ＧＯＡＬ」による営業の推進、及び宅配便以外の付加価値を提供するソリューション「ＴＭＳ

（Transportation Management System）」（以下「ＴＭＳ」という）の強化を図ってまいりました。ロジスティ

クス事業におきましては、物流現場の効率化やフレイトフォワーディングの物量増加により、好調に推移いたし

ました。不動産事業におきましては、保有不動産の売却規模を拡大いたしました。その他の事業におきまして

は、グループ人材の品質向上・生産性向上に重点的に取り組みました。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の財政状態及び経営成績は次のとおりとなりました。

 

イ．財政状態

（資産合計）

　当第３四半期連結会計期間末の資産合計は7,391億87百万円となり、前連結会計年度末に比べ285億67百万円増

加いたしました。

　流動資産は2,931億87百万円となり、前連結会計年度末に比べ95億27百万円減少いたしました。主な要因は、

現金及び預金が277億円、販売用不動産が76億40百万円減少した一方で、受取手形及び営業未収金が257億58百万

円増加したことによるものであります。

　固定資産は4,459億92百万円となり、前連結会計年度末に比べ381億23百万円増加いたしました。主な要因は、

建設仮勘定が253億８百万円、土地が85億37百万円、車両運搬具が73億59百万円それぞれ増加したことによるも

のであります。
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（負債合計）

　当第３四半期連結会計期間末の負債合計は3,564億53百万円となり、前連結会計年度末に比べ40億43百万円増

加いたしました。

　流動負債は2,148億22百万円となり、前連結会計年度末に比べ197億27百万円増加いたしました。主な要因は、

その他流動負債が189億41百万円、預り金が160億97百万円増加した一方で、支払手形及び営業未払金が71億33百

万円、未払法人税等が69億52百万円減少したことによるものであります。

　固定負債は1,416億31百万円となり、前連結会計年度末に比べ156億84百万円減少いたしました。主な要因は、

流動負債への振替により長期借入金が97億11百万円、社債が50億円それぞれ減少したことによるものでありま

す。

 

（純資産合計）

　当第３四半期連結会計期間末の純資産合計は3,827億33百万円となり、前連結会計年度末に比べ245億24百万円

増加いたしました。主な要因は、親会社株主に帰属する四半期純利益が377億49百万円、非支配株主持分が39億

42百万円増加となった一方で、剰余金の配当161億97百万円を実施したことによるものであります。

 

ロ．経営成績

（営業収益）

　デリバリー事業におきましては、継続的な適正運賃収受の取組みにより平均単価が上昇し、ロジスティクス事

業におきましては、国内では越境通販輸送が好調に推移、海外では営業力及び拠点の強化によりフレイトフォ

ワーディングの物量が好調に推移いたしました。また、不動産事業におきましては、前第３四半期連結累計期間

に比べ保有不動産の売却規模を拡大いたしました。

　この結果、営業収益は8,491億４百万円となり、前年同四半期に比べ13.1％増加となりました。

 

（営業原価、販売費及び一般管理費、営業利益）

　デリバリー事業を中心とした働き方改革・輸送インフラの強化に向けた従業員の採用強化及び定着率向上を目

的とした賞与体系の見直しに加え、集配・配達委託先の増強等に取り組みました。

　この結果、営業原価は7,542億１百万円（前年同四半期比12.7％増）、販売費及び一般管理費は329億31百万円

（同9.5％増）となりました。一方、営業収益が増加したことにより、営業利益は619億71百万円（同19.5％増）

となり、営業利益率は7.3％となりました。

 

（営業外損益、経常利益）

　営業外収益は、持分法による投資利益や受取保険配当金の計上等により61億21百万円（前年同四半期比41.7％

増）となりました。営業外費用は、支払利息の計上等により18億80百万円（同16.3％減）となりました。

　この結果、経常利益は662億13百万円となり、前年同四半期に比べ22.8％増加となりました。

 

（特別損益、税金等調整前四半期純利益）

　特別利益は、固定資産売却益の計上により77百万円（前年同四半期比81.0％減）となりました。特別損失は、

固定資産除却損の計上等により93百万円（同90.6％減）となりました。

　この結果、税金等調整前四半期純利益は661億97百万円となり、前年同四半期に比べ24.1％増加となりまし

た。

 

（親会社株主に帰属する四半期純利益）

　法人税等219億63百万円（前年同四半期比22.7％増）、非支配株主に帰属する四半期純利益64億84百万円（同

20.0％増）を計上した結果、親会社株主に帰属する四半期純利益は377億49百万円となり、前年同四半期に比べ

25.7％増加となりました。
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　セグメントの業績は、次のとおりであります。

 

・デリバリー事業

　主要な商品の取扱個数は、次のとおりであります。

商品の名称
前第３四半期連結累計期間
（自　2017年３月21日
至　2017年12月20日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2018年４月１日
至　2018年12月31日）

増減
増減率
（％）

取扱個数 （百万個） 983 992 9 0.9

 
飛脚宅配便 （百万個） 936 945 9 1.0

その他 （百万個） 47 46 △0 △1.3

（注）１．取扱個数は、当社グループの主要商品の取扱個数であります。

２．飛脚宅配便は、佐川急便株式会社が国土交通省に届け出ている宅配便の個数であります。

３．その他は、佐川急便株式会社の提供する飛脚ラージサイズ宅配便及びその他の会社の取扱個数であり

ます。

 

　デリバリー事業におきましては、継続的な適正運賃収受の取組みにより平均単価が上昇したことに加え、取扱個

数の増加、「ＧＯＡＬ」によるソリューション提供の拡大、「ＴＭＳ」の強化及び株式会社日立物流との協業によ

る付加価値の高い輸送サービスの拡大に努めてまいりました。また、従業員の採用強化、集配委託取引の増強など

働き方改革及び輸送インフラの強化に取り組み、年末の繁忙期においても安定的な品質で稼働いたしました。

　この結果、当第３四半期連結累計期間における当セグメントの営業収益は6,839億79百万円（前年同四半期比

13.8％増）、営業利益は484億86百万円（同13.1％増）となりました。

 

・ロジスティクス事業

　ロジスティクス事業におきましては、国内では物流現場の効率化や越境通販輸送が好調に推移いたしました。

　海外では、営業力及び拠点の強化により、フレイトフォワーディングの物量が増加いたしました。

　この結果、当第３四半期連結累計期間における当セグメントの営業収益は1,011億13百万円（前年同四半期比

12.7％増）、営業利益は23億68百万円（同200.5％増）となりました。

 

・不動産事業

　不動産事業におきましては、前第３四半期連結累計期間に比べ保有不動産の売却規模を拡大いたしました。

　この結果、当第３四半期連結累計期間における当セグメントの営業収益は147億71百万円（前年同四半期比

60.0％増）、営業利益は59億58百万円（同15.2％増）となりました。

 

・その他

　その他の事業におきましては、決算日変更により外部向けの自動車販売が減少したものの、グループ内向け自動

車販売・整備が増加したほか、好調な保険販売が利益に寄与いたしました。

　この結果、当第３四半期連結累計期間における当セグメントの営業収益は492億39百万円（前年同四半期比3.4％

減）、営業利益は44億72百万円（同2.0％増）となりました。

 

（２）経営方針・経営戦略等

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更は

ありません。

 

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（４）研究開発活動

　該当事項はありません。

 

（５）経営成績に重要な影響を与える要因

　経営成績に重要な影響を与える要因につきましては、「第２　事業の状況　１　事業等のリスク」に記載のと

おりであります。
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（６）資本の財源及び資金の流動性についての分析

　当社グループの事業活動における運転資金については、原則として手持資金（利益等の内部留保資金）で賄っ

ております。設備資金等については、手持資金とのバランスを勘案し、必要に応じて長期借入金で調達しており

ます。

　当社グループは、当社及び国内子会社を対象に、ＣＭＳ（キャッシュマネジメントシステム）を利用し、グ

ループ内資金の包括的管理を実施しており、国内子会社において、設備投資等に伴う大規模な資金が必要となる

場合は、当社が国内各子会社に長期貸付を行っております。

　また、海外子会社においては、当社が海外事業の統括会社であるSG HOLDINGS GLOBAL PTE. LTD.に対して、投

資計画・資金計画に基づいて長期貸付又は増資引き受けを行い、地域に所在する海外各子会社の資金を管理する

体制としております。なお、EXPOLANKA HOLDINGS PLCにおいては、資金調達の一部を金融機関から直接行ってお

ります。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 900,000,000

計 900,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2018年12月31日）

提出日現在発行数
（株）

（2019年２月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 320,197,200 320,197,200
東京証券取引所
市場第一部

単元株式数100株

計 320,197,200 320,197,200 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総数
残高（株）

資本金
増減額

（百万円）

資本金
残高

（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

2018年10月１日～
2018年12月31日

－ 320,197,200 － 11,882 － 109,089

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

2018年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 2,595,000 － 単元株式数100株

完全議決権株式（その他） 普通株式 317,592,400 3,175,924 同上

単元未満株式 普通株式 9,800 － －

発行済株式総数  320,197,200 － －

総株主の議決権  － 3,175,924 －

（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社保有の自己株式87株が含まれております。

 

②【自己株式等】

2018年12月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

ＳＧホールディングス
株式会社

京都市南区上鳥羽
角田町68番地

2,595,000 － 2,595,000 0.81

計 － 2,595,000 － 2,595,000 0.81

（注）当第３四半期会計期間末現在における自己名義所有株式数は、単元未満株式の買取りにより取得した株式数を含め

て2,595,087株となっております。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】
 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（2018年10月１日から2018

年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2018年４月１日から2018年12月31日まで）に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2018年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2018年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 108,567 80,866

受取手形及び営業未収金 ※１ 142,889 ※１ 168,647

販売用不動産 33,119 25,478

商品及び製品 607 523

仕掛品 265 438

原材料及び貯蔵品 1,402 1,659

その他 16,658 16,415

貸倒引当金 △794 △842

流動資産合計 302,715 293,187

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 56,297 54,780

機械及び装置（純額） 10,012 10,790

車両運搬具（純額） 14,377 21,736

土地 123,837 132,374

リース資産（純額） 16,229 15,303

建設仮勘定 3,666 28,974

その他（純額） 6,584 6,744

有形固定資産合計 231,003 270,704

無形固定資産   

のれん 3,777 3,018

ソフトウエア 16,390 15,625

リース資産 7 5

その他 5,801 4,969

無形固定資産合計 25,977 23,619

投資その他の資産   

投資有価証券 104,841 106,137

繰延税金資産 18,770 18,309

その他 29,104 29,015

貸倒引当金 △1,828 △1,794

投資その他の資産合計 150,888 151,668

固定資産合計 407,869 445,992

繰延資産 34 6

資産合計 710,619 739,187
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2018年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2018年12月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び営業未払金 71,648 ※１ 64,514

短期借入金 1,395 1,809

1年内返済予定の長期借入金 19,492 18,326

リース債務 5,072 5,197

未払法人税等 16,883 9,930

預り金 36,067 52,164

賞与引当金 12,050 11,491

役員賞与引当金 37 －

その他 32,446 51,387

流動負債合計 195,094 214,822

固定負債   

社債 9,000 4,000

長期借入金 88,944 79,233

リース債務 12,563 11,445

その他の引当金 29 79

退職給付に係る負債 36,087 35,607

資産除去債務 5,050 5,214

その他 5,639 6,048

固定負債合計 157,315 141,631

負債合計 352,409 356,453

純資産の部   

株主資本   

資本金 11,882 11,882

資本剰余金 41,006 40,978

利益剰余金 274,806 296,357

自己株式 △1,172 △1,172

株主資本合計 326,523 348,046

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 2,310 2,039

繰延ヘッジ損益 △39 △2

為替換算調整勘定 △282 △1,046

退職給付に係る調整累計額 1,026 1,082

その他の包括利益累計額合計 3,014 2,073

非支配株主持分 28,671 32,613

純資産合計 358,209 382,733

負債純資産合計 710,619 739,187
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
 前第３四半期連結累計期間

(自　2017年３月21日
　至　2017年12月20日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日
　至　2018年12月31日)

営業収益 750,828 849,104

営業原価 668,916 754,201

営業総利益 81,912 94,903

販売費及び一般管理費 30,068 32,931

営業利益 51,844 61,971

営業外収益   

受取利息 57 71

受取配当金 152 134

持分法による投資利益 2,461 3,144

為替差益 － 638

受取保険配当金 979 1,280

その他 667 852

営業外収益合計 4,319 6,121

営業外費用   

支払利息 1,957 1,436

その他 288 444

営業外費用合計 2,246 1,880

経常利益 53,917 66,213

特別利益   

固定資産売却益 186 77

その他 221 －

特別利益合計 408 77

特別損失   

固定資産売却損 19 18

固定資産除却損 91 70

その他 886 4

特別損失合計 997 93

税金等調整前四半期純利益 53,327 66,197

法人税等 17,896 21,963

四半期純利益 35,431 44,233

非支配株主に帰属する四半期純利益 5,403 6,484

親会社株主に帰属する四半期純利益 30,027 37,749
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
 前第３四半期連結累計期間

(自　2017年３月21日
　至　2017年12月20日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日
　至　2018年12月31日)

四半期純利益 35,431 44,233

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 548 △188

繰延ヘッジ損益 77 37

為替換算調整勘定 △685 △665

退職給付に係る調整額 27 △25

持分法適用会社に対する持分相当額 1,303 △304

その他の包括利益合計 1,270 △1,146

四半期包括利益 36,702 43,087

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 31,496 36,807

非支配株主に係る四半期包括利益 5,205 6,279
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただ

し、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を

使用しております。

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　2018年２月16日）等を第１四半期連結

会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債

の区分に表示しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※１　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。

なお、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、当四半期連結会計期間末日残高に含めた

四半期連結会計期間末日満期手形の金額は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（2018年３月31日）
当第３四半期連結会計期間

（2018年12月31日）

受取手形 245百万円 252百万円

支払手形 － 140

 

２　当社においては、資金の効率的な調達を行うため取引銀行15行と当座貸越契約及び貸出コミットメント契約

を締結しております。これらの契約に基づく借入未実行残高は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（2018年３月31日）
当第３四半期連結会計期間

（2018年12月31日）

当座貸越極度額及び貸出コミットメントの総額 328,000百万円 328,000百万円

借入実行残高 － －

差引額 328,000 328,000

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む）及びのれんの償却額は、次の

とおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2017年３月21日
至　2017年12月20日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2018年４月１日
至　2018年12月31日）

減価償却費 12,634百万円 14,833百万円

のれんの償却額 1,020 728
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2017年３月21日　至　2017年12月20日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2017年６月９日
定時株主総会

普通株式 3,724 36.0 2017年３月20日 2017年６月12日 利益剰余金

（注）当社は、2017年９月21日付で普通株式１株につき３株の株式分割を行っております。１株当たり配当額については

当該株式分割前の実際の配当金の額を記載しております。

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末

日後となるもの

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2018年４月１日　至　2018年12月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年５月25日
取締役会

普通株式 10,480 33.0 2018年３月31日 2018年６月29日 利益剰余金

2018年11月２日
取締役会

普通株式 5,716 18.0 2018年９月30日 2018年11月28日 利益剰余金

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末

日後となるもの

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2017年３月21日　至　2017年12月20日）

　報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：百万円）

 
デリバリー

事業
ロジスティ
クス事業

不動産
事業

その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

営業収益        

外部顧客への営業収益 600,868 89,755 9,231 50,973 750,828 － 750,828

セグメント間の内部営
業収益又は振替高

28,549 6,467 3,130 58,407 96,555 △96,555 －

計 629,418 96,223 12,362 109,380 847,384 △96,555 750,828

セグメント利益 42,875 788 5,173 4,382 53,219 △1,374 51,844

（注）１．その他には商品販売、保険代理、燃料販売、自動車整備・販売、システム販売・保守、e-コレクト、人材派

遣・請負を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△1,374百万円には、セグメント間取引消去5,243百万円及び各報告セグメントに配分

していない全社費用△6,618百万円が含まれております。全社費用は、主に当社の営業費用であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2018年４月１日　至　2018年12月31日）

　報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：百万円）

 
デリバリー

事業
ロジスティ
クス事業

不動産
事業

その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

営業収益        

外部顧客への営業収益 683,979 101,113 14,771 49,239 849,104 － 849,104

セグメント間の内部営
業収益又は振替高

28,686 6,317 2,848 71,242 109,094 △109,094 －

計 712,665 107,431 17,619 120,482 958,199 △109,094 849,104

セグメント利益 48,486 2,368 5,958 4,472 61,285 686 61,971

（注）１．その他には商品販売、保険代理、燃料販売、自動車整備・販売、システム販売・保守、e-コレクト、人材派

遣・請負を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額686百万円には、セグメント間取引消去7,780百万円及び各報告セグメントに配分して

いない全社費用△7,094百万円が含まれております。全社費用は、主に当社の営業費用であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2017年３月21日
至　2017年12月20日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2018年４月１日
至　2018年12月31日）

１株当たり四半期純利益 96円74銭 118円86銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（百万円） 30,027 37,749

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益
（百万円）

30,027 37,749

普通株式の期中平均株式数（千株） 310,409 317,602

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．当社は、2017年９月21日付で普通株式１株につき３株の株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に

当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期純利益を算定しております。
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（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

 

 

２【その他】

　2018年11月２日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）配当金の総額………………………………………5,716百万円

（ロ）１株当たりの金額…………………………………18円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………2018年11月28日

（注）2018年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2019年２月13日

ＳＧホールディングス株式会社

取 締 役 会　御 中

 

有限責任監査法人トーマツ

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 大　西　康　弘　　印

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 山　田　　円　　　印

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 須　藤　英　哉　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているＳＧホールディ

ングス株式会社の2018年４月１日から2019年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2018年10月１日か

ら2018年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2018年４月１日から2018年12月31日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ＳＧホールディングス株式会社及び連結子会社の2018年12月31日現在

の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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